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159　　テルル化カドニウム検出器を用し・た髄液短

絡管内流量の定量的測定

　　松前光紀，上田守三，佐藤　修，村上　剛，

　　鈴木　豊（東海大　脳神経外科．放射線科）

160　　RI・i・tern・g・aphyとM，t。i。amid，　cT

cisternographyの比較

　　西野英男，永島淳一，山片　敦，丹野宗彦，

　　千葉一夫，山田英夫（都養育院　核放部）

　我々は、テルル化カドニウムを用いた検出器にて、

その小型軽量という特性を生かし、患者の体位変換時

の髄液短絡管内流量を測定した。　症例は2～86才の

男性7例，女性il例である。　経皮的に2ワGの針を用

いてreservoir内に99m　TCIOOμcを注入，検出器を

頭皮上に固定し、放射能クリアランスをコンピユーター

に記録した。測定は、臥位，坐位および5度づっの頭

部挙上を行なって測定した。得られたクリアランス曲

線の傾きに、拡散容量を乗じたものを流量とした。

臥位平均流量は0．24ml／minで、坐位平均流量は

0．73ml／minであった。臥位における低流量例では、

5度つつの頭部挙上を行なうと、約20度にて急激な流

量の増加が得られた。本検出器は、体位変換時におけ

る連続した流量が得られるという特性があり、今回、

体位変換時の短絡管機能について考察する。

　目的：水頭症などの診断の際，従来RI脳槽シンチグ

ラフィーが行なわれてきたが，脳室内逆流の有無がわ

かりにくい場合があるので，Metrizamide　CTによる

結果と比較検討した。

　方法：対象は昭和59年3月～60年4月の間に当院に

入院した患者でRIとCTの脳槽シンチグラフィーを行

なった14例について脳室内逆流の程度，脳底および脳

表クモ膜下腔充満度の経時的傾向を調べた。

　結果：RI，　CTについて6時間後と24時間後の脳室内

逆流の程度を比較した。2例ではRI，　CT共に脳室内逆流

は見られなかった。RI，　CT共に24時間＜6時間を示した

ものは7例，RI，　CT共に24時間＞6時間を示したもの

は2例であった。すなわち14例中11例では両者の一致

をみた（78．6％）。RIでは24時間〈6時間，　CTでは24

時間＞6時間と不一致を示したものは3例（21．4％）

であった。

161　オートラジォグラフィにょる硬膜外血腫モ

デルラットの脳血流測定

　　隅屋　寿，松田博史．関　宏恭，石田博子．

　　辻　志郎，久田欣一（金沢大　核）

　　池田清砥，　（同　脳外）　森　厚文．柴　和弘

　　　（同　RIセンター》　小島一彦（同　医短）

　N－iSoproyl－P－1－125－iodOa■pheta●ine（1－125－IHP）

を用いて硬膜外血腫モデルラットの局所脳血流変化を

reference　sa●pte法によって定量的に解斬した．

　ラットの硬膜外腔にゴムのバルーンを装着し，大■

動静田にカニューレーションを施行した．バルーンに

0．lelの水を1分間かけて注入し，直後に1－125－IHP

を大■静脈に注入．同時に大■動脈から採血を開始し

槍■2●1を3分闇かけて採取した．その後．ラットを

断頂し，オートラジオグラフィを施行した．その結果

血■の部位に一致して欠損が見られたが．欠損部の周

囲では血流の増加を示す集積増加が認められた．欠損

部位の血流値はほとんど0であったが．その周辺部位

で血流の増加がみられ正常では200ml／1009／nin．以下

の部位が，　300■1！1000／■in・まで上昇した・

　この方法は硬膜下血口の病態把握に役立つと考えら

れた．

162　定量的受容体オートラジオグラフイ1こよる受

容体の形態学的並びに動態解析

　　　森厚文、柴和弘（金沢大　Rlセンター）

　　　辻志郎、松田博史、久田欣一（金沢大　核）

　　　小島一彦（金沢大　医短）

　受容体オートラジオグラフイは、in　vivoオートラ

ジオグラフイと比較して、1）薬理学的な受容体の特異

性に基づいて観察できる、2）同一動物の連続切片を

用いて異った種類の受容体の評価ができる、3）安価、

4）B・BBを通過しないリガンドも用いることができる

等の利点を有する。そこでそれぞれドーパミン、ムスカ

リン性アセチルコリン、GABA、オピエート拮抗剤であ
る3H－sp　i　perone　，　GNB、rrvsc　irrD　1，diprenorph　i　neを

用いて受容体オートラジオグラフイを作成し、ドラムス

キャンデンシトメーター（阿部設計2605型）でフイル

ム濃度を読取り、磁気テープ装置に収録、オフライン

で大型コンピューター（FACOM7M　1　70F）のデーター

セットに入力、処理することにより定量化を行った。

その結果上記4種のリガンドによるオートラジオグラ

ムの受容体分布は明確に異り、本法により受容体の

形態学的分布が詳細に解析可能であった。一方受容

体の動態、特に解離定数（Kd）はリセプターアッセイ

と比較して差異が認められたが、本法は種々の疾患

の病態解明に有用と考えられた。
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